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2023 年３月期第２四半期決算説明会 説明内容 

 

 

本資料は、2022 年 11 月 10 日に実施した機関投資家・証券アナリスト向け決算説明会において、当社代表取締役社

長の西本が説明した内容（一部要約）です。 
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社長の西本です。 

本日はお忙しいなか、弊社、決算説明会にご参加いただき、誠にありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、これより、2023 年 3 月期 第 2 四半期の決算概要について、ご説明をいたします。 
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まずは、決算ハイライトです。 

 

売上高は、セキュリティ、SI 両事業の伸長により、前年同期比 3.6％増の 203 億円となりました。 

営業利益は、この上期は黒字に転換し、前年同期から大幅増の 1 億 3300 万円、経常利益も同額となってお

ります。主にサービス関連の拡大が、収益改善に寄与しています。 

 

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前期には特別利益の計上があり、今期は固定資産除却損を損失と

して計上したこともあり、約 1 億円減の 2000 万円となっております。 
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次にセグメント別の業績です。 

 

セキュリティ事業は、前年同期比で 3.7％の増収、セグメント利益は 22.6％の増益となりました。また SI 事業は、

3.6％の増収、利益は 24.9％の増益となっております。先ほど触れましたとおり、それぞれの事業でのサービス関

連の伸長により大幅な増益につながっております。 

 

全社共通費用は、コーポレート関連の体制強化に取り組んでいることから、前期から 2 億 5000 万円ほどの増加

となっております。 

 

次に各セグメントの詳細についてご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずはセキュリティ事業です。 

 

コンサルティングは、サイバー脅威が依然として猛威をふるうなか、当社ではマネージド EDR サービスと呼んでいます

が、エンドポイント向けの支援サービスが拡大するとともに、これまでコロナ禍で対面での実施があまりできなかった教

育・訓練サービスが拡大したことで増収となりました。 

 

診断サービスは、主力のＷｅｂアプリケーション診断サービスや、プラットフォーム診断サービスが大きく拡大したこと

により、増収となりました。 

 

運用監視サービスは、大手の特定企業向けの個別監視サービスや、エルテス社と資本業務提携をして進めてい

る内部不正監視サービスが拡大したことで増収となっております。 
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なお、前期に子会社のラックサイバーリンクの人材派遣事業の戦略的縮小を進めたことから、今期はその分の売

上減の影響があります。この子会社影響を除くと、運用監視自体としては 5.1％の増収となっております。 

 

製品販売は、DDoS 攻撃対策で定評のある、アカマイ社のウェブアプリケーションファイアーウォール製品が引き続

き伸長するとともに、スプランクという統合ログ管理製品が、個別監視サービスで拡大したことにより、大幅な増収と

なりました。 

 

保守サービスの減収は、セキュリティ製品が、オンプレミスからクラウド対応製品へ移行していることによるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に SI 事業です。 

 

SI 事業の屋台骨である開発サービスは、前期は大型案件が収束したことで伸び悩みましたが、今期は、そのよう

な影響もなく受注環境も改善しており、大手銀行向けやクレジット向け、また情報サービス業向けなどで、前期か

ら大きく伸長し、増収となりました。なお、上期の開発サービスの売上高としては、過去最高を更新しております。 

 

HW/SW は、クラウドの拡大により HW 製品の需要が縮小傾向にあることから、減収となっております。 

 

IT 保守は、前期の第１四半期は、株式譲渡した、子会社であるアイ・ネット・リリーの売上計上がありました。今

期はこの売上減の影響があるため減収となっておりますが、これを差し引くと 2.3％の増収となっています。 
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ソリューションは、サイバーセキュリティにも寄与するソリューションのラインアップ拡充をここ数年進めてきており、拡販

も進んできているから、増収となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、財務状況です。 

 

売掛金の回収が進む一方、借入金の返済や配当金の支払いなどにより、資産、負債、純資産がすべて減少し

ておりますが、財務状態の安全性には問題はありません。 

 

事業運営のための必要資金も十分保持しており、持続的な成長投資を可能とする財務基盤を引き続き維持し

ております。 
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次に、キャッシュ・フローの状況です。 

 

営業キャッシュ・フローは、純利益が前年同期に比べて振るわず、運転資本要因の寄与もなかったため、約 2 億

円にとどまりました。 

 

投資キャッシュ・フローは、エルテス社への資本業務提携に基づく出資や、セキュリティ事業拡大のための投資を推

進していることにより、10 億円のマイナスとなりました。フリーキャッシュ・フローは、第２四半期時点では 8 億円のマ

イナスとなっております。 

 

財務キャッシュ・フローは、借入金の返済や配当金の支払いなどにより、11 億円のマイナスとなっております。 

 

以上が、上期の業績と財務関連のご説明となります。 
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次に、上期の主な取り組みについて、ご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年 6 月に新経営メッセージを策定しました。当社の存在意義は何か、若手メンバーを中心に議論を重ねて、当

社がこれまで大切にしてきた想いや、価値観などを整理し、社会からの期待や存在意義を見つめ直して、策定い

たしました。 
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私たちのパーパスは、「確かなテクノロジーで『信じられる社会』を築く。」、ビジョンを「デジタル社会を生き抜く指針と

なる。」と定めました。 

 

パーパスに掲げる「信じられる社会」とは、サイバー攻撃などに脅かされることのないセキュアで、お互いを信じられる

社会、また可能性があふれる「成長が信じられる社会」、そして先端のテクノロジーの責任ある運用によって、持続

性の高い「未来を信じられる社会」を表しています。サイバーセキュリティという当社の強みを活かして、IT とサイバー

セキュリティの分野で、当社の存在意義を果たしてまいりたいと考えています。 

 

またビジョンは、当社がリードしてきたサイバーセキュリティにおけるパイオニア精神を絶やさず、デジタル社会の指針と

なっていくことをうたっております。 

 

私たちが実践すべき価値観である、バリューは、「挑戦」「探究」「遂行」「結束」の４つの力として定めました。この

ような価値観を通じて、社員の成長を支えるとともに、会社の成長につなげていけるよう、取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に事業への取り組みです。 

 

この上期は、期初に掲げたとおり、「クラウド」「内部不正」「ランサム」に注力する取り組みを進めてまいりました。 

 

「クラウド」では、3 月に NRI さんと設立した「ニューリジェンセキュリティ」において、当社と NRI グループが持つ脅威

情報を組み合わせるとともに、AI による情報分析を活用した新しいセキュリティ対策エンジンを構築しております。 
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クラウドは、それ自体にウェブ・アプリケーション・ファイアウォールなどセキュリティ機能はありますが、多機能で高機能、

しかも随時進化しているため、お客さまで適切に運用することは困難な状況です。 

 

ニューリジェン社が開発したクラウドセキュリティ対策エンジン「クラウドスコート」を、ラックの運用監視サービスに組み

入れた、「AI クラウドセキュリティ運用支援サービス」としてご提供することで、プロの手腕により、セキュリティを担保

したクラウドの運用にご不安を抱えている多くのお客さまは、安心してクラウドを活用いただけることが可能になり、お

客さまのクラウド移行を後押しいたします。このように、合弁会社の取り組みとして、成果が現れ始めています。 

 

次に、内部不正対策におきましては、エルテス社との資本業務提携により、当社の運用監視サービスの一環とし

て、大手企業向けにビジネスが拡大しております。 

 

最後に、大きな脅威と言われているランサム攻撃ですが、当社のサイバー救急センターが行う緊急対応においても、

ランサム攻撃への対応依頼が数多く発生しております。 

 

この緊急対応から、エンドポイント対策を導入する企業が増えており、特にサイバー救急センターが提供するマネー

ジド EDR サービスが拡大しています。 

 

また、これまで提供してきた標的型メール訓練と教育サービスをパッケージ化したサービスを開始いたしました。 

 

このほか、医療関係者との共同対策セミナーやランサムウェア攻撃対策特設サイトの設置、夏季休暇明けの無料

診断調査、また脅威情報ブログの開設など、ランサム攻撃対策に寄与する、様々な取り組みを進めております。 
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次に 2023 年 3 月期の業績予想となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナやインフルエンザなど感染症拡大の懸念、ロシア・ウクライナ問題による世界情勢の不安、ならびに円安

の進行など、社会・経済情勢は不透明な状況が続いていますが、そういう中でもサイバー脅威は増大しており、セ

キュリティ対策需要は一層浸透していくものと思われます。またＩＴ投資は堅調に推移しており、開発サービスの

案件も拡大しております。 

 

上期の着地として、想定より売上の進捗は弱いものの、全社共通費などの経費が抑えられていること、また当社は、

特にサイバーセキュリティの業績が、第４四半期に極端に偏重する傾向があることから、現時点で、5 月 13 日に

公表した業績予想から変更はございません。 

 

なお、社内基幹システムについては、来年度からの運用開始を予定していましたが再度見直し、一年延期として

います。これによるコスト増は出てまいりますが、今期における追加費用等の影響は発生しない見通しです。 
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最後に株主還元となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社の配当方針にありますとおり、DOE（株主資本配当率）5％を基本指標として、今期の年間配当を１株

当たり 26 円の予想としています。 

 

このたび、中間配当につきましては、予想通り、昨年から１円増配の 1 株当たり 12 円に決定いたしました。 

 

期末配当につきましても、現時点で 1 株当たり 14 円に変更はございません。 
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私からの説明は以上となります。ご清聴、誠にありがとうございました。 

 

以上 


